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霊
仙
山
の
信
仰
に
か
か
わ
る
山
寺
・
松

尾
寺
（
上
丹
生
）
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
、

天
武
天
皇
九
年
（
六
八
〇
）
に
役え

ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ

ゃ

が

雲
に
乗
っ
て
飛
来
し
た
聖し

ょ
う

観か

ん

音の

ん

像ぞ

う

と
十
一

面
観
音
像
を
洞
窟
内
に
安
置
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
か
つ
て
山
頂
に
霊り

ょ
う

山ぜ

ん

寺じ

が

あ
り
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）、
白
山
を
開

い
た
泰た

い

澄ち
ょ
う

が
本
尊
を
安
置
し
、
神じ

ん

護ご

景け

い

雲う

ん

三
年
（
七
六
九
）
に
、
法
相

ほ

っ

そ

う

宗し
ゅ
う

の
僧
宣せ

ん

教き
ょ
う

が
山
麓
に
霊
山
寺
七
ヶ
別
院
を
建
立
し
ま

し
た
。
松
尾
寺
は
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

松
尾
寺
山
（
五
〇
四
ｍ
）
中
腹
の
寺
院

跡
（
県
指
定
史
跡
）
か
ら
は
、
神
仏
の
住

ま
う
霊
仙
山
頂
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
か
つ
て
威
容
を
誇
っ
た
本
堂
は
五

六
豪
雪
で
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
境
内
に
は

文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
の
年
号
を
刻
ん

だ
石
造
九
重
塔
（
重
要
文
化
財
）
が
の
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
尾
寺
に
は
、
下
丹
生
か
ら
登
る
参
詣

道
と
西
坂
か
ら
登
る
参
詣
道
が
あ
り
、
と

も
に
麓
の
参
詣
口
を
起
点
と
し
て
、
あ
わ

せ
て
三
一
基
の
丁ち

ょ
う

石い

し

が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
室
町
時
代
末
の
も
の
が
見
ら
れ
、
県

内
に
の
こ
る
丁
石
の
中
で
も
古
く
、
そ
の

本
数
も
多
い
う
え
に
、
も
と
も
と
の
場
所

に
良
好
に
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
一
〇
月
二
四
日
に
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

丁
石
と
は
、
一
町
（
約
一
〇
八
ｍ
）
ご

と
に
建
立
さ
れ
た
石
造
の
道
し
る
べ
の
こ

と
で
、
多
く
に
は
、
仏
・
菩
薩
の
尊
像
ま

た
は
種し

ゅ

子じ

（
梵ぼ

ん

字じ

）
や
町
数
・
施せ

主し

ゅ

・
建

立
年
月
日
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
仏
教

の
信
仰
に
基
づ
く
交
通
文
化
財
で
す
。
か

つ
て
、
一
町
、
二
町
と
教
え
な
が
ら
寺
を

め
ざ
し
た
参
詣
者
の
姿
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。下

丹
生
参
詣
道
の
丁
石
は
二
・
五
・

六
・
七
・
八
・
十
の
計
六
基
が
の
こ
り
、

い
ず
れ
も
石
灰
岩
製
で
す
。
頭
部
に
は
そ

れ
ぞ
れ
梵
字
を
刻
み
、
そ
の
下
に
丁
数
を

入
れ
た
簡
素
な
も
の
で
、
銘め

い

文ぶ
ん

は
わ
ず
か

に
八
丁
石
に
あ
り
、「
為
善
慶

ぜ
ん
け
い
の
た
め

梵
字
（
バ

イ
）
八
丁

佐
和
山
新
九
郎
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
昭
和
初
期
に
建

立
さ
れ
た
丁
石
が
十
三
基
あ
り
ま
す
。

一
方
、
西
坂
参
詣
道
の
丁
石
は
初
一
丁

か
ら
十
八
丁
石
ま
で
、
三
・
八
・
十
一
・

十
四
・
十
五
の
五
基
が
欠
け
て
い
ま
す
。

初
一
丁
か
ら
十
三
丁
石
ま
で
は
石
灰
岩
製

で
、
十
六
・
十
七
・
十
八
丁
石
の
三
基
は

花
崗
岩
製
で
す
。

こ
ち
ら
も
下
丹
生
側
同
様
、
上
部
に
梵

字
と
丁
数
を
入
れ
て
い
ま
す
。
初
一
丁
に

は
「
願が

ん

主し

ゅ

佐
和
山

梵
字
（
キ
リ
ー
ク
）

初
一
丁

口
上
宗そ

う

庵あ

ん

公こ

う

」
と
あ
り
ま
す
。

両
参
詣
道
と
も
に
同
じ
形
式
で
、
室
町

時
代
末
頃
の
建
立
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
西
坂
の
花
崗
岩
製
の
三
基
は
石
質

も
違
い
、
銘
文
の
施
法
な
ど
か
ら
江
戸
時

代
初
期
の
建
立
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
西
坂

の
柴
田
家
に
は
、
参
詣
道
や
丁
石
を
描
い

た
絵
図
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

丁
石
を
奉
納
す
る
こ
と
で
参
詣
者
の
便

宜
を
図
り
、
功
徳
を
積
み
ま
す
。
室
町
末

の
も
の
に
は
二
基
に
「
佐
和
山
」
の
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彦
根
（
鳥
居

本
）
の
人
物
の
関
与
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

両
参
詣
道
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ

参
詣
道
が
整
備
さ
れ
、
一
般
の
人
の
参
拝

が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
初
期
の
も

の
は
西
坂
側
に
あ
り
、
奉
納
者
は
近
隣
の

樋
口
と
番
場
の
人
で
す
。
昭
和
初
期
の
も

の
は
、
醒
井
や
上
下
丹
生
の
人
が
中
心
で
、

昭
和
一
〇
年
の
秘
仏
御
開
帳
に
合
わ
せ
て

整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
JR
醒
ヶ
井
駅

が
参
詣
の
窓
口
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
も
「
松
尾
寺
山
登
山
道
保
存
会
」

が
整
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
室
町
時
代

か
ら
続
い
て
き
た
歴
史
が
わ
か
り
、
寺
を

支
え
た
地
域
社
会
が
垣
間
見
え
ま
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

松
尾
寺
の
丁
石

―
新
指
定
文
化
財
②
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
97

参
詣
者
の
利
便
を
図
る
丁
石

地
域
に
支
え
ら
れ
た
松
尾
寺

▲［松尾寺参詣道丁石観察会］ 日時:4月29日(祝) 詳細は歴史文化財保護課
(TEL 55-4552)


